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地域の皆様に駐屯地の活動等を広く紹介するため、駐屯地開設記念行事、駐屯地夏祭り、施設学校音楽隊
定期演奏会等、年間を通して様々な広報活動を実施しています。

地域とともにある駐屯地

春春春春

駐屯地桜祭り（3～4月頃）

夏夏夏夏

駐屯地夏祭り（8月） 部隊見学（通年）

施設科とは、陸上自衛隊の職種の一つであり、特有の技術能力（主として陣地の構築、地雷等の障害構
成・処理、道路や橋等の破壊・構築・修復等）をもって、第一線の近接戦闘部隊から後方の補給整備部隊
までのあらゆる部隊を支援する職種です。
施設科隊員を育成する陸上自衛隊唯一の教育機関が施設学校です。

施設科は、旧陸軍や列国では「工兵」と呼ばれています。
日本における工兵活動の起源は武士による城壁の構築であるとされ、明
治以降に発展を遂げた工兵は、土木・建築・鉄道・通信などの分野におい
て技術力を発揮し他兵種の活動を支援するという役割を担ってきました。
高度の技術を駆使して新たな道を切り拓く工兵は「engineer（技術者）」
あるいは「pioneer（開拓者）」とも称され、その精神は現在の施設科にも
脈々と引き継がれています。

施設科とは

1951年（昭和26）6月　勝田駐屯地の開設（愛知県豊川駐屯地から第1施設大隊が移駐）
1952年（昭和27）1月　総隊施設学校の創立（のち保安隊施設学校に改称）
1954年（昭和29）7月　陸上自衛隊施設学校に改称
1975年（昭和50）8月　施設教導大隊が施設教導隊に改編
2013年（平成25）3月　新本部庁舎の完成

勝田駐屯地の沿革～６０年を超える歴史

陣地構築 橋梁構築 障害処理 秋秋秋秋

駐屯地開設記念行事（11月頃）

主に日露戦争から第二次世界大戦の間における「水戸歩兵第２聯隊」
などの郷土部隊に関する史料を展示しています。

新本部庁舎完成
2013年（平成25）

81式自走架柱橋の架設訓練（枝川）
1980年（昭和55）

県総合地震防災訓練（土浦市）
1978年（昭和53）

勝田市昭和通り馬渡地区部外工事
1961年（昭和36）

施設学校本部庁舎落成
1954年（昭和29）

駐屯地開設当時の正門
1951年（昭和26）

工兵の歴史や施設科の国際貢献活動などに関する史料等
を展示しています。

冬冬冬冬

施設学校音楽隊定期演奏会（2～3月頃） 職場体験学習（通年）

防衛館・エンジニアセンター見学、職場体験学習をご希望の方は、お気軽にお問い合わせ下さい。
その他、駐屯地一般開放やイベント情報については、施設学校ホームページに掲載しています。

アクセス
○お車の場合
　・国道６号線「市毛交差点」から約10分
　・東水戸道路「ひたちなかＩＣ」から約15分
○公共交通機関の場合
　・ＪＲ常磐線「勝田駅」から徒歩約20分
　・ひたちなか海浜鉄道湊線「金上駅」から徒歩約５分
　・茨城交通バス「施設学校前」下車

〒312－8509
茨城県ひたちなか市勝倉3433
電話 029－274－3211  内線291

陸上自衛隊勝田駐屯地 広報班

陸上自衛隊施設学校　ホームページ
https://www.mod.go.jp/gsdf/shisetsu/es-hp

防衛館防衛館防衛館防衛館 エンジニアセンターエンジニアセンターエンジニアセンターエンジニアセンター

施設科と工兵 施設科き章と標識色

至水戸

至日立

至水戸

至日立

至常磐道
那珂IC

J
R
常
磐
線

至
海
浜
公
園

至
那
珂
湊

至
那
珂

国
道
2
4
5
号
線

勝田駐屯地

NTT

文化会館 ひたちなか
海浜鉄道湊線

市役所

消防署警察署

昭和通り

商
店
街
通
り ひたちなか

IC
ひたちなか
IC

勝
田
駅

金上駅

国
道
6
号
線

国
道
2
4
5
号
線

市毛
交差点

東
水

戸
道

路

施設科標識色：えび茶



陸上自衛隊勝田駐屯地
施設学校
陸上自衛隊勝田駐屯地
施設学校

地域の皆様に駐屯地の活動等を広く紹介するため、駐屯地開設記念行事、駐屯地夏祭り、施設学校音楽隊
定期演奏会等、年間を通して様々な広報活動を実施しています。

地域とともにある駐屯地

春春春春

駐屯地桜祭り（3～4月頃）

夏夏夏夏

駐屯地夏祭り（8月） 部隊見学（通年）

施設科とは、陸上自衛隊の職種の一つであり、特有の技術能力（主として陣地の構築、地雷等の障害構
成・処理、道路や橋等の破壊・構築・修復等）をもって、第一線の近接戦闘部隊から後方の補給整備部隊
までのあらゆる部隊を支援する職種です。
施設科隊員を育成する陸上自衛隊唯一の教育機関が施設学校です。

施設科は、旧陸軍や列国では「工兵」と呼ばれています。
日本における工兵活動の起源は武士による城壁の構築であるとされ、明
治以降に発展を遂げた工兵は、土木・建築・鉄道・通信などの分野におい
て技術力を発揮し他兵種の活動を支援するという役割を担ってきました。
高度の技術を駆使して新たな道を切り拓く工兵は「engineer（技術者）」
あるいは「pioneer（開拓者）」とも称され、その精神は現在の施設科にも
脈々と引き継がれています。

施設科とは

1951年（昭和26）6月　勝田駐屯地の開設（愛知県豊川駐屯地から第1施設大隊が移駐）
1952年（昭和27）1月　総隊施設学校の創立（のち保安隊施設学校に改称）
1954年（昭和29）7月　陸上自衛隊施設学校に改称
1975年（昭和50）8月　施設教導大隊が施設教導隊に改編
2013年（平成25）3月　新本部庁舎の完成

勝田駐屯地の沿革～６０年を超える歴史

陣地構築 橋梁構築 障害処理 秋秋秋秋

駐屯地開設記念行事（11月頃）

主に日露戦争から第二次世界大戦の間における「水戸歩兵第２聯隊」
などの郷土部隊に関する史料を展示しています。

新本部庁舎完成
2013年（平成25）

81式自走架柱橋の架設訓練（枝川）
1980年（昭和55）

県総合地震防災訓練（土浦市）
1978年（昭和53）

勝田市昭和通り馬渡地区部外工事
1961年（昭和36）

施設学校本部庁舎落成
1954年（昭和29）

駐屯地開設当時の正門
1951年（昭和26）

工兵の歴史や施設科の国際貢献活動などに関する史料等
を展示しています。

冬冬冬冬

施設学校音楽隊定期演奏会（2～3月頃） 職場体験学習（通年）

防衛館・エンジニアセンター見学、職場体験学習をご希望の方は、お気軽にお問い合わせ下さい。
その他、駐屯地一般開放やイベント情報については、施設学校ホームページに掲載しています。

アクセス
○お車の場合
　・国道６号線「市毛交差点」から約10分
　・東水戸道路「ひたちなかＩＣ」から約15分
○公共交通機関の場合
　・ＪＲ常磐線「勝田駅」から徒歩約20分
　・ひたちなか海浜鉄道湊線「金上駅」から徒歩約５分
　・茨城交通バス「施設学校前」下車

〒312－8509
茨城県ひたちなか市勝倉3433
電話 029－274－3211  内線291

陸上自衛隊勝田駐屯地 広報班

陸上自衛隊施設学校　ホームページ
https://www.mod.go.jp/gsdf/shisetsu/es-hp

防衛館防衛館防衛館防衛館 エンジニアセンターエンジニアセンターエンジニアセンターエンジニアセンター

施設科と工兵 施設科き章と標識色

至水戸

至日立

至水戸

至日立

至常磐道
那珂IC

J
R
常
磐
線

至
海
浜
公
園

至
那
珂
湊

至
那
珂

国
道
2
4
5
号
線

勝田駐屯地

NTT

文化会館 ひたちなか
海浜鉄道湊線

市役所

消防署警察署

昭和通り

商
店
街
通
り ひたちなか

IC
ひたちなか
IC

勝
田
駅

金上駅

国
道
6
号
線

国
道
2
4
5
号
線

市毛
交差点

東
水

戸
道

路

施設科標識色：えび茶



東部方面後方支援隊施設教育直接支援中隊

第127地区警務隊勝田連絡班

茨城地方協力本部県北地区援護センター

東部情報保全隊勝田情報保全派遣隊

第320基地通信中隊勝田派遣隊

諸 隊

施設学校

施設教導隊企画室 総務部 教育部 研究部

施 設 教 導 隊

施設教育直接支援中隊 第127地区警務隊勝田連絡班 第320基地通信中隊勝田派遣隊

全国から年間約1,000名の学生を受け入れ、施設科の幹部、陸曹として必要な知識・技能を修得させる
ための教育を実施しています。

全国の施設科隊員を育てる教育機関

施設科に係る調査、研究をしています。

施設科の将来を創造する研究機関
イラク人道復興支援活動（2004年7月～2005年9月）をはじめ、国連南スーダン共和国ミッション（UNMISS）

（2014年1月～2017年7月）等、様々な国際平和協力活動等に参加しています。また、近年においては、アジア・
アフリカの各国工兵部隊に対し、道路、建築、施設機械操作等に係る教育を実施して人材の育成を支援する
能力構築支援事業にも取り組んでいます。

国際社会の安定への貢献

勝田駐屯地は、施設学校と諸隊（５個部隊）で構成されています。
施設学校は、施設科に関する教育訓練・調査研究・訓練評価支援・茨城隊区担任官業務・国際任務（能力
構築支援等）を任務としています。

勝田駐屯地の所在部隊・施設学校の任務

96式装輪装甲車の定期整備 来校した陸上幕僚長の警護 野外通信システムの機材点検

捜索・救助、給水、輸送等の様々な災害派遣活動を行います。また、関係機関との共同訓練、県・市町村
との防災訓練等を行い、即応態勢の確立に努めています。

大規模災害などへの対応

東日本大震災災害派遣（東海村）
2011年（平成23）

関東・東北豪雨災害派遣（常総市）
2015年（平成27）

茨城県警との共同訓練
2010年（平成22）から実施

茨城県防災訓練（稲敷市）
2017年（平成29）

ヘリによる水際地雷敷設訓練 火砲用掩蓋掩壕の構築訓練

幹部教育（障害処理）

陸曹教育（鉄工溶接）

陸曹教育（パネル橋構築）

建設施工監督者集合訓練（防衛館新設工事）

ドローンの活用に関する研究水際障害処理等に関する研究

爆破技術に関する研究地上設置型掩体に関する研究

南スーダンPKOでの道路整備 ジブチ軍に対する作業工程の指導

アスファルト舗装訓練

カンボジア軍に対するコンクリート打設要領の指導カンボジア軍に対する測量要領の指導
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茨城県防災訓練（稲敷市）
2017年（平成29）

ヘリによる水際地雷敷設訓練 火砲用掩蓋掩壕の構築訓練

幹部教育（障害処理）

陸曹教育（鉄工溶接）

陸曹教育（パネル橋構築）

建設施工監督者集合訓練（防衛館新設工事）

ドローンの活用に関する研究水際障害処理等に関する研究

爆破技術に関する研究地上設置型掩体に関する研究

南スーダンPKOでの道路整備 ジブチ軍に対する作業工程の指導

アスファルト舗装訓練

カンボジア軍に対するコンクリート打設要領の指導カンボジア軍に対する測量要領の指導
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地域の皆様に駐屯地の活動等を広く紹介するため、駐屯地開設記念行事、駐屯地夏祭り、施設学校音楽隊
定期演奏会等、年間を通して様々な広報活動を実施しています。

地域とともにある駐屯地

春春春春

駐屯地桜祭り（3～4月頃）

夏夏夏夏

駐屯地夏祭り（8月） 部隊見学（通年）

施設科とは、陸上自衛隊の職種の一つであり、特有の技術能力（主として陣地の構築、地雷等の障害構
成・処理、道路や橋等の破壊・構築・修復等）をもって、第一線の近接戦闘部隊から後方の補給整備部隊
までのあらゆる部隊を支援する職種です。
施設科隊員を育成する陸上自衛隊唯一の教育機関が施設学校です。

施設科は、旧陸軍や列国では「工兵」と呼ばれています。
日本における工兵活動の起源は武士による城壁の構築であるとされ、明
治以降に発展を遂げた工兵は、土木・建築・鉄道・通信などの分野におい
て技術力を発揮し他兵種の活動を支援するという役割を担ってきました。
高度の技術を駆使して新たな道を切り拓く工兵は「engineer（技術者）」
あるいは「pioneer（開拓者）」とも称され、その精神は現在の施設科にも
脈々と引き継がれています。

施設科とは

1951年（昭和26）6月　勝田駐屯地の開設（愛知県豊川駐屯地から第1施設大隊が移駐）
1952年（昭和27）1月　総隊施設学校の創立（のち保安隊施設学校に改称）
1954年（昭和29）7月　陸上自衛隊施設学校に改称
1975年（昭和50）8月　施設教導大隊が施設教導隊に改編
2013年（平成25）3月　新本部庁舎の完成

勝田駐屯地の沿革～６０年を超える歴史

陣地構築 橋梁構築 障害処理 秋秋秋秋

駐屯地開設記念行事（11月頃）

主に日露戦争から第二次世界大戦の間における「水戸歩兵第２聯隊」
などの郷土部隊に関する史料を展示しています。

新本部庁舎完成
2013年（平成25）

81式自走架柱橋の架設訓練（枝川）
1980年（昭和55）

県総合地震防災訓練（土浦市）
1978年（昭和53）

勝田市昭和通り馬渡地区部外工事
1961年（昭和36）

施設学校本部庁舎落成
1954年（昭和29）

駐屯地開設当時の正門
1951年（昭和26）

工兵の歴史や施設科の国際貢献活動などに関する史料等
を展示しています。

冬冬冬冬

施設学校音楽隊定期演奏会（2～3月頃） 職場体験学習（通年）

防衛館・エンジニアセンター見学、職場体験学習をご希望の方は、お気軽にお問い合わせ下さい。
その他、駐屯地一般開放やイベント情報については、施設学校ホームページに掲載しています。

アクセス
○お車の場合
　・国道６号線「市毛交差点」から約10分
　・東水戸道路「ひたちなかＩＣ」から約15分
○公共交通機関の場合
　・ＪＲ常磐線「勝田駅」から徒歩約20分
　・ひたちなか海浜鉄道湊線「金上駅」から徒歩約５分
　・茨城交通バス「施設学校前」下車

〒312－8509
茨城県ひたちなか市勝倉3433
電話 029－274－3211  内線291

陸上自衛隊勝田駐屯地 広報班

陸上自衛隊施設学校　ホームページ
https://www.mod.go.jp/gsdf/shisetsu/es-hp

防衛館防衛館防衛館防衛館 エンジニアセンターエンジニアセンターエンジニアセンターエンジニアセンター

施設科と工兵 施設科き章と標識色
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施設科標識色：えび茶


